





















精神および教育理念は 詞そのも に顕著 現されてい その最たるものの一つが国士舘の「舘歌」であ こ この国士舘 「舘歌」 に、 その視点をあてるものとす 。
学園における学びは、情報化 渦の中に埋没して混乱す こ
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歌である 「オールドイェール」 の旋律を採り入れているが、さらに 「オールドイェール」 は、イギリスやアメリカの古民謡の影響の下にあったとされている。
主な作曲作品• 歌劇 「常闇」 （台本：坪内逍遥）
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ある。 」「国士舘を創立したとき、朝早く松陰先生のお墓に参ったところ、墓前の紅葉が真っ赤に照り映えて、吉田松陰処刑の き、首からほとばしった血潮 思われるような色であった。その瞬間、私は「身は とひ武蔵の野辺に朽ちぬとも留めおかまし大和魂」という松陰先生辞世 歌を思い出し、思わず、国士舘の舘長として「留めおきし大和魂時を得て
　
たぎる血しおか匂ふもみじば」という歌を詠

















































「その環境は、日本一である。 」「国士舘 健児 「読書・体験・反省思索」によって、その偉大なる使命を悟らなければならない。 」
（注四）

















































建学当時、ここは （現在の國士舘の地） 武蔵野原で民家はなかった。夜明けと共に松陰神社 森から朝日が昇るのを仰げた。 （当時は境内 杉の大木があった）夕べには、 この松陰の森の梢高く出てくる月を仰いだ。
（注五）
皇国に殉す大丈夫については、 「舘歌」 第二に繋がっている。また、ここでは、早朝から夕刻まで努めようとの指針が示され
ている。そして、 これは、 まさに学園の信条である 「誠意・勤労・見識・気魄」 に整合する。
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豪徳寺には、徳川幕府末期の大老 （現在の総理大臣） 井伊直弼 （一八一五
〜
六〇） の墓がある。
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かた） は、日本の武士 （長州藩士） 、思想家、教育者、兵学者。一般的に明治維新の精神的指導者・理論者として名が挙げられることが多い。生涯文政一三年（一八三〇年）八月四 、長州藩士・杉百合之
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• 一八四五年 （弘化二年） 、山田亦介 （村田清風の甥） から長沼流兵学を学び、翌 免許を受ける。九州の平戸へ遊学した後に藩主の参勤交代に従い江戸へ出て 佐久間象山らに学ぶ。佐久間からは「 下 国の政治を行う者は、吉田であるが、 わが子を託して教育してもらう者は小林 （小林虎三郎） のみである」 と、二人の名前に共通していた 「トラ」 を引用 「象門の二虎 褒められている。
 
• 一八五一年（嘉永四年） 、東北地方へ遊学する際、通行手形の発行が遅れたため、肥後藩の友人である宮部鼎蔵らとの約束を守る為に通行手形無 で他藩に赴くという脱藩行為を行う。この東北遊学では 水戸で会沢正志斎、会津で日新館の見学を始め 東北の鉱山の様子等を見学。秋田藩では相馬大作事件の真相を地区住民に尋ね、津軽藩では津軽海峡 通行するという外国船を見学しようとした。
 





• 一八五四年 （安政元年） 、ペリーが日米和親条約締結の為に再航した際には金子と二人で停泊中のポーハタン号へ赴き、乗船して密航を訴えるが拒否された。 が敗れた後、松陰はそのことを直ちに幕府に自首し、長州藩へ檻送され野山獄に幽囚される。獄中で密航の動機とその思想的背景を 『幽囚録』 に著す。
 
• 一八五五年（安政二年） 、生家で預かりの身となる家族の薦めにより講義を行う。その後、叔父の玉木文之進が開いていた私塾松下村塾 引き受け 主宰者となり、木戸孝允、高杉晋作を初め久坂玄瑞、伊藤博文、山縣有朋 吉田稔麿 前原一誠等維新の指導者となる人材を教える。
 
• 一八五八年 （安政五年） 、幕府が勅許なく日米修好通商条約を結ぶと松陰は激しくこれを非難、老中の間部詮勝の暗殺を企てた。長州藩は警戒して再び松陰を投獄した。
 
一部ではこのときに佐久間、吉田両名を死罪にしようという動きもあった。が、老中首座の阿部正弘が反対 たため、助命されて長州の野山獄に送られている。安政二年（一八五五年）に出獄を許されたが、杉家に幽閉の身分に処された。安政四年（一八五七年）に叔父が主宰していた松下村塾の名を引き継ぎ、杉家の敷地に松下村塾を開塾する。この松下村塾において松陰は長州藩の下級武士である久坂玄瑞や伊藤博文などの面々を教育していった。なお、松陰の は 方的に師匠が弟子教えるものではなく、松陰が弟子と一緒に意見を交わしたり、文学だけ く登山や水泳なども行なうと う「生きた学問」 だ といわれ 。安政五年（一八五八年） 、幕府が無勅許で日米修好通商条約を締結し ことを知って激怒し、討幕を表明して老中首座である間部詮勝の暗殺を計画する。だ 、弟子の久坂玄瑞、高杉晋作や桂小五郎（木戸孝允）らは反対して同調しなかったため、計画は頓挫し、松陰は長州藩に自首して老中暗殺を自供し 野山獄に送られた。やがて大 ・井伊直弼によ 安政の大獄が始まると、江戸の伝馬町牢屋敷に送られる。幕閣の大半は 計画





• 一八三五年（天保六年） 、大助の死とともに吉田家を嗣ぐ。兵学師範としての職責を果たせるよう 同じく父弟で叔父である玉木文之進から厳しい教育を受ける。
 
• 一八四〇年 （天保一一年） 、藩主毛利敬親 御前で 「武教全書」戦法篇を講義し、藩校明倫館の兵学教授として出仕する。
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ち宜しく蝦夷を開拓して諸侯を封建し、間に乗じて加摸察加 （カムチャッカ） ・隩都加 （オホーツク） を奪ひ、琉球に諭し、朝覲会同すること内諸侯と比しからめ朝鮮を責めて質を納れ貢を奉じ、古の盛時の如くにし、北は満州の地を割き、南は台湾、呂宋 （ルソン） 島を収め、進取 勢 漸示すべし」 と記し、北海道の開拓、沖縄 （当時は独立した国家であった）の日本領化 朝鮮の日本への属国化、満州・台湾・フィリピン 領有を主張した。松下村塾出身者の多くが明治維新後に政府 中心で活躍 為、松陰 思想は日本の対外政策に大きな影響を与えることとなった。ゆかりの地吉田松陰の故郷である山口県萩市には誕生地、投獄され










 大和魂” 。また、家族宛には 『永訣書』 を残し
ており、 こちらに記された “親思う心にまさる親心けふのおとずれ何ときく ん” も辞世として知られてい 。
 
思想一君万民論「天下は一人の天下」と主張して、藩校明倫館の元学頭・山県太華と論争を行っている。 「一人の天下」という事は、国家は天皇が支配するものという意味であり、 皇の下に万民は平等になる。一種の擬似平等主義 幕府（ひいては藩）の権威を否定する過激な思想であった。なお、 「一君万民」 の語を松陰が用いたことはない。
飛耳長目塾生に何時も、情報を収集し将来の判断材料にせよと説いた、これが松陰の 「飛耳長目 （ひじちょうもく） 」 である。自身東北から九州まで脚を伸ばし各地の動静を探った。萩の野山獄に監禁後は弟子たちに触覚の役割をさせていた。長州藩に対しても主要藩へ情報探索者を送り込むことを進言し、また江戸や長崎に遊学中の者に 「報知賞」 を特別に支給せよと主張した。松陰の時代に対する優れた予見は、 「飛耳長目」 に負う所が大きい。草莽崛起「草莽」は『孟子』においては草木の間に潜む隠者を指し、転じて一般大衆を指す。 崛起」は一斉 立ち上がることを指す。 “在野の人よ、立ち上がれ” 意。安政の大獄で収監される直前（一八五九年四月七日） 、友人北山安世に宛てて書いた書状の中で「今の幕府も諸侯も最早酔人なれば扶持の術なし。 の人を望む外頼なし。されど本藩 恩と天朝の徳とは如何にして忘るゝに方 草莽崛起の力を以て、近くは本藩を維持し
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まさに 「舘歌」 第一の 「霧わけ昇る陽を仰ぎ」 および 「舘歌」 第三
における「区々現身の粗薪に、大覚の火を打ち点し、三世十方焼き尽す、至心の焔あふらばや」 が心技体に満ち溢れた展開である。これはまさに松陰が建言した文武をを兼備する武士の育成法における剛毅木訥を第一義とする等 実践として認められ
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